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術後 3 ヶ月
動脈瘤は完全閉塞コイル留置後 ( この後 FD留置 )

TIPS -GREACH S特有のシェイプ
GREACH S シェイプは右のように特有のシェイプである。

TIPS -S シェイプの瘤内への誘導
GREACH S をマイクロカテーテル先行、 引き戻しで瘤内に留置。
動脈瘤 neck の近傍に支点を作れていないがマイクロカテーテルは安定。
シンプルテクニックでコイルを留置できた。

TIPS - コイルデリバリー時に留意しておくこと
1st カーブ : 直径 4mm のカーブがついている。 2nd カーブと比較して形状が崩
れにくい (粘りがある )。
2ndカーブ:直径7mmのカーブがついている。 マイクロカテーテル先端にデリバリー
ワイヤー先端が到達すると 2nd カーブの弯曲がわずかに直線化することを念頭に
入れておく (GREACH の先端が AN に対して深めに入っている際には要注意 )。
マイクロカテーテル先端が動脈瘤側に押し上げられる (右写真 )。

5.0mm/3.2mm, bleb あり、 neck径 3.0mm
動脈瘤 neck部から眼動脈が分岐。
コイルはシンプルテクニックで留置し、 フローダイバーターを留置している。

システム概要図 ( コイル留置時 )
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シェーマには GREACHのみ記載しています
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